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― 令和６年版 ― 

桜井市危機管理課 
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１ 桜井市の概要 
（１）桜井市の位置 

桜井市は東経１３５度５１分、北緯３４度３１分、奈良盆地の東南部に位置して

いる。東西１１．９km、南北１６．４km、面積は９８．９２km²であり、奈良県

の総面積の約２．７％を占めるが、都市活動の多くが営まれている平坦地は全体の

３０％にすぎず残りは山地となっている。 

 
 

（２）気 候 

 本市は、市街地を形成している奈良盆地及びその他数多くの集落が散在する大和

高原南部の丘陵地もしくは山岳地とで気候条件が異なり、盆地山麓気候と丘陵気候

と大別される。 

 丘陵地は盆地部より気温がやや低く、降雨はやや多い。 

 全般に夏の暑さ冬の寒さは厳しく、盆地から山麓さらに丘陵気候への移動型気候

となっており集落によって市民の感ずる気候は多岐にわたる。 

 

（３）地 勢 

 北部は、貝ケ平山、藺生峠、竜王山を経て奈良市、天理市に続き、南部は、竜門

岳を境として吉野郡におよぶ。 

 中央部から東へは、三輪、巻向、初瀬の山々が連峰し、大和高原の一部となって

いる。 

 これらの山々に囲まれ、平坦部は、西北部へ次第に傾斜しながら大和平野にひろ

がり、田原本町、橿原市と隣接している。 

 県庁所在地奈良市までは２０km 圏（３０分圏）、大阪市へは４０km 圏（１時間

圏）にあり、南は竜門岳を境に吉野郡に至る。 
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 河川は、大和川の源流である初瀬川、粟原川、寺川、米川、巻向川などが流れて

いる。 

 市域全面積の約 60％が山間部であり、地質は、硬質で安定した斑れい岩類を含

んだ花崗岩で形成されている。 

 

 

 
 

 

（４）桜井市の現勢（令和６年４月１日現在） 

人口     ５４，６５７ 人 

世帯    ２５，５９２ 世帯 

市域面積   ９８．９２ km² 
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（５）桜井市のなりたち 

①ヤマトの地・桜井 

桜井市は、奈良盆地の清流を集め大阪湾に注ぐ大和川の上流、奈良盆地の東南部

に位置する。 

東と南を青垣山に例えられる山々に囲まれ、古くは「やまとのくにのまほろば」

とうたわれた「ヤマト」の地域であり、初瀬川、粟原川、寺川、巻向川の流域で、

古代地名で「シキイワレ・マキムク」と呼ばれた。つまり、今の桜井市域が狭い意

味での「ヤマト」であった。 
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②古代国家成立の舞台 

 米作りが始まった弥生時代には、銅鐸の出土で知られる大福遺跡や芝遺跡などの

大規模な集落遺跡が出現する。 

 そして、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての３～４世紀には、纒向の地に

大集落が築かれた。彼らの支配者たちは、ホケノ山古墳、纒向石塚古墳をはじめと

する初期の前方後円墳を形成したあと、箸墓古墳、茶臼山古墳、メスリ山古墳等の

200ｍを超える大型前方後円墳を造りだした。崇神天皇の磯城瑞垣宮をはじめとす

る大王宮殿が三輪山の西麓の地に造られていくのもその頃である。 

 ５世紀に入ると雄略天皇の泊瀬朝倉宮、６世紀末には欽明天皇の磯城嶋金刺宮が

築かれ、６世紀末の推古天皇が飛鳥に宮を移すまでの間、約４00 年にわたって古

代国家の成立の舞台となったのがこの桜井である。これらのことは、桜井の地が日

本歴史のなかで重要な位置を占めていたことを物語っている。 

 

③町の誕生から桜井市への歩み 

このように日本の政治、社会の長い歴史の舞台となった桜井において、万葉集に

代表される文学作品、寺社の建築や彫刻など、この地域の先人は、数多くの文化を

育ててきた。これら比類なき史跡や文化財は市民の大きな誇りとなっているが、こ

のように文化の創造に示された力量は、商工の面にも発揮された。 

中世になって、三輪郷、桜井郷、初瀬郷は次第に門前町の姿をととのえ、近世に

入ると、札の辻を中心に桜井は、宿場町の性格を示し始める。三輪素麺の登場もこ

の頃であろうと思われる。 

近代に入って鉄道が敷設され、自動車交通が発達するに及んで桜井は、木材の集

散と加工のまちに変貌し、都市への道を歩むこととなる。 

その後、昭和３１年に市制がひかれ、同年上之郷村、同３４年初瀬町、同３８年

大三輪町と合併し、一部境界変更を経て現在の桜井市を形成することになった。 

桜井市では、昭和４６年「第１次桜井市総合計画」策定以降、これまで 5 次にわ

たる総合計画を経て、令和３年度から始まった「第６次桜井市総合計画」のもと、

恵まれた自然的条件、文化遺産を活かしながら、「生活文化都市」の理念を踏まえ「は

じまりの地から未来へ 歴史と自然がいきづく万葉のふるさと 桜井」をテーマとし

て、自然や文化などたくさんの資源に恵まれた桜井市において、その価値に魅力を

感じる人が集まり、つながり、そして支えあうことで、観光や産業など新しい価値

を生み出すことができる“はじまりの地”。この新たな“はじまりの地”を次世代の

子どもたちに、未来へつなぐことを使命にまちづくりを進めている。   
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２ 消防団 
桜井市消防団は、昭和２３年３月桜井町消防団として７分団１９０名をもって発足、近隣

町村と合併しながら、昭和３１年９月桜井市制施行により桜井市消防団が２９分団８７０名

により結成された。 

現在、消防団は市内に１１分団４２部を設置し、火災や自然災害において奈良県広域消防

組合と連携し活動にあたっている。 

 

（１）桜井市消防団のあゆみ 

年 月 事   業   内   容 

昭和 

２３． ３ 

 

２９． ３ 

 

３０． ７ 

 

 

 

 

 

３１． ３ 

    ９ 

 

    ９ 

 

３４． ２ 

 

３８． ４ 

 

３９．１０ 

４０． ３ 

４１． ４ 

１０ 

４３． ４ 

４５．１２ 

 

消防組織法の施行により、桜井町警防団を解消し、警察から独立した。 

自治体消防となり７分団１９０名をもって発足した。 

桜井町と安倍、多武峰、朝倉の３町村が合併し、消防団を編入する。 

（２１分団６００名） 

桜井大火 
焼失面積    ９８，５２１．５㎡ 

焼失家屋         ２１６戸 

り災人員         ８６１名 

損 害 額  １，６１２，３００千円 

慈恩寺に水防倉庫を新設 

桜井市制施行により、旧桜井町、大福村、香久山村の消防団が解消、同時

に桜井市消防団が結成される。          （２９分団８７０名） 

旧上之郷村の合併により桜井市消防団に編入する。 

（３３分団１，０５０名） 

旧初瀬町の合併により桜井市消防団に編入する。 

（３９分団１，１７０名） 

旧大三輪町の合併により桜井市消防団に編入する。 

（５７分団１，２５０名） 

第１次消防団統合整備            （５１分団１，２５０名） 

消防団に対し、消防庁長官表彰旗を受賞する。 

第２次消防団統合整備              （４８分団９３６名） 

第３次消防団統合整備              （４８分団７２５名） 

第４次消防団統合整備              （１１分団７００名） 

豊田分団消防機具庫新築                （６１．８㎡） 
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４６． ３ 

   １０ 

４７． １ 

    ２ 

４８． ３ 

１１ 

４９． ３ 

９ 

５０． ９ 

５１．１１ 

５２． ３ 

  １０ 

５３． ３ 

    ９ 

 ９ 

５４．１０ 

   １０ 

５５． ３ 

５６． ３ 

５７． ３ 

５８．１２ 

平成 

 １．１１ 

２． ２ 

８ 

３． ３ 

８ 

   １０ 

   １１ 

 ５． ２ 

    ３ 

 ６． ３ 

   １０ 

 ７． ８ 

  １０ 

 ９． ２ 

１０． １ 

１１． ４ 

１０ 

１２ 

１２． ８ 

１３． ２ 

   １２ 

１４． １ 

１５．１１ 

普通ポンプ自動車更新                  （初瀬分団） 

馳向消防機具庫移転新設                （５６．７㎡） 

三輪分団消防機具庫新築                （６７．５㎡） 

普通ポンプ自動車更新                  （粟殿分団） 

普通ポンプ自動車更新                  （纒向分団） 

初瀬分団消防機具庫新築               （６６．２２㎡） 

普通ポンプ自動車２台更新           （三輪分団、織田分団） 

普通ポンプ自動車更新                  （安倍分団） 

普通ポンプ自動車更新                  （大福分団） 

普通ポンプ自動車更新                  （豊田分団） 

大福分団消防機具庫新築               （６６．２２㎡） 

普通ポンプ自動車更新                 （桜井二分団） 

纒向分団消防機具庫新築               （３５．９４㎡） 

第７回奈良県消防操法大会（小型ポンプの部）準優勝     （倉橋部） 

普通ポンプ自動車更新                  （朝倉分団） 

普通ポンプ自動車更新                 （桜井一分団） 

小型動力ポンプ付積載車更新                （馳向部） 

桜井一分団、桜井二分団詰め所新築            （１６８㎡） 

織田分団消防機具庫新築               （７７．１３㎡） 

粟殿分団消防機具庫新築               （５５．８９㎡） 

安倍分団消防機具庫新築               （６９．７３㎡） 

 

区から小型動力ポンプ積載車の寄贈             （金屋部） 

朝倉分団消防機具庫新築 

第１３回奈良県消防操法大会（ポンプ車の部）優勝    （桜井一分団） 

豊田分団消防機具庫新築        （コミュニティー消防センター） 

普通ポンプ自動車更新                  （大福分団） 

小型動力ポンプ付積載車更新                （馳向部） 

普通ポンプ自動車更新                  （豊田分団） 

普通ポンプ自動車２台更新           （粟殿分団、纒向分団） 

普通ポンプ自動車更新                  （初瀬分団） 

普通ポンプ自動車２台更新           （三輪分団、織田分団） 

普通ポンプ自動車２台更新          （桜井二分団、安倍分団） 

普通ポンプ自動車更新                  （朝倉分団） 

普通ポンプ自動車更新                 （桜井一分団） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （小夫部） 

小型動力ポンプ付積載車購入               （八井内部） 

女性消防団員（１２名）採用し、団本部に配属 

第１４回全国婦人消防操法大会出場             （女性部） 

小型動力ポンプ付積載車購入                 （笠部） 

第１８回奈良県消防操法大会（ポンプ車の部）準優勝    （三輪分団） 

日本消防協会から表彰旗の授与 

三輪分団消防機具庫新築        （コミュニティー消防センター） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （白木部） 

自治体消防制度５５周年記念大会            （東京ドーム） 
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１７． ３ 

１８． ４ 

１９． １ 

    ２ 

２０． ３ 

 ３ 

２１．１０ 

２２． ８ 

２３．１１ 

２４． ９ 

１１ 

   １１ 

   １２ 

２５． ９ 

１１ 

１１ 

２６． ４ 

    ８ 

    ８ 

   １２ 

２７． ８ 

    ８ 

   １２ 

２８． ２ 

    ４ 

    ８ 

    ８ 

   １２ 

   １２ 

２９． ２ 

    ９ 

    ９ 

３０． ３ 

    ４ 

３１． １ 

    １ 

    １ 

    １ 

令和 

全国消防協会から指令車寄贈                （団本部） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （萱森部） 

区から小型動力ポンプ積載車寄贈             （松之本部） 

纒向分団消防機具庫移転新築             （３７．１９㎡） 

自治体消防制度６０周年記念大会              （武道館） 

区から小型動力ポンプ積載車寄贈              （大泉部） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （倉橋部） 

総務省消防庁から救助資機材搭載型車両無償借受      （豊田分団） 

普通ポンプ自動車更新             （大福分団、初瀬分団） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （高家部） 

普通ポンプ自動車更新                 （桜井二分団） 

軽可搬式ポンプ購入                    （女性部） 

普通ポンプ自動車更新                  （粟殿分団） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （白河部） 

普通ポンプ自動車更新             （三輪分団、纒向分団） 

消防団１２０年・自治体消防制度６５周年記念大会    （東京ドーム） 

奈良県広域消防組合発足 

小型動力ポンプ付積載車購入               （狛岩坂部） 

小型動力ポンプ更新                    （東田部） 

普通ポンプ自動車更新             （安倍分団、織田分団） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （粟原部） 

小型動力ポンプ更新                   （東新堂部） 

普通ポンプ自動車更新            （桜井一分団、朝倉分団） 

消防団デジタル簡易無線配備 

機能別消防団の発足                  （１６名入団） 

小型動力ポンプ付積載車購入               （新屋敷部） 

小型動力ポンプ更新                    （橋本部） 

普通ポンプ自動車更新                  （豊田分団） 

日本消防協会から防災活動車交付              （団本部） 

救助資機材搭載型車両配備                 （吉備部） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （吉隠部） 

小型動力ポンプ付積載車更新                （馳向部） 

自治体消防制度７０周年記念大会              （国技館） 

安倍分団池ノ内部が機動部に合流し、１１分団４５部体制となる 

小型動力ポンプ積載車購入                 （山田部） 

小型動力ポンプ付積載車（普通車）更新          （八井内部） 

小型動力ポンプ更新                    （金屋部） 

三輪分団松之本部が機動部に合流し、１１分団４４部体制となる 
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１． １１ 

１． １１ 

１． １１ 

２． １１ 

２． １１ 

３． １１ 

４．  ７ 

４． １１ 

５．  １ 

小型動力ポンプ付積載車購入                （穴師部） 

小型動力ポンプ付積載車更新                （小夫部） 

小型動力ポンプ更新                    （大泉部） 

小型動力ポンプ付積載車購入                （出雲部） 

小型動力ポンプ更新                    （大西部） 

小型動力ポンプ更新                     （笠部） 

織田分団茅原部が機動部に合流し、１１分団４３部体制となる 

小型動力ポンプ更新                   （大豆越部） 

朝倉分団脇本部が機動部に合流し、１１分団４２部体制となる 

 

 

（２）歴代消防団長一覧 

氏    名 就   任   期   間 

初 代 番 匠 松 太 郎 昭和３１年 ９月 １日 ～ 昭和４２年 ８月２２日 

第２代 川 島 岩 太 郎 昭和４３年 ９月１２日 ～ 昭和５５年 ９月３０日 

第３代 鎌 房  弘 昭和５５年１０月 １日 ～ 昭和６１年 ６月２６日 

第４代 高 岸 歳 雄 昭和６１年 ８月 １日 ～ 平成 ４年 ９月３０日 

第５代 勝 井 康 員 平成 ４年１０月 １日 ～ 平成 ８年 ９月３０日 

第６代 堀 内 國 一 平成 ８年１０月 １日 ～ 平成１６年 ９月３０日 

第７代 笠 谷 房 資 平成１６年１０月 １日  ～  平成２１年 ３月３１日 

第８代 岡 井  直 平成２１年 ４月 １日 ～ 平成２５年 ３月３１日 

第９代 西 川 義 孝 平成２５年 ４月 １日 ～ 平成３１年 ３月３１日 

第 10 代 井 上 佳 輝 平成３１年 ４月 １日 ～ 令和 5 年 ３月 31 日 

第 11 代 米 野 廣 次 令和 5 年 ４月 １日 ～   現在に至る 
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（３）消防団組織図 

 

 

（４）消防団（消防ポンプ自動車・小型ポンプ現有）状況 

ポンプ等種別 台   数 

消防ポンプ自動車 １１台 

小型動力ポンプ付積載車 １８台（うち普通車２台） 

救助資機材搭載型車両（多機能車） １台 

小型動力ポンプ １３台 

軽可搬式ポンプ １台 

桜
井
市
長 

消
防
団
長 

副
団
長
（
４
名
） 

桜 井 一 分 団 

桜 井 二 分 団 

粟 殿 分 団 

朝 倉 分 団 

安 倍 分 団 

三 輪 分 団 

織 田 分 団 

纒 向 分 団 

豊 田 分 団 

大 福 分 団 

初 瀬 分 団 

女性部 

機動部・倉橋部・八井内部・粟原部 

機動部 

機動部 

機動部・黒崎部・狛岩坂部・竜谷部 

機動部・吉備部・山田部・橋本部 

高家部・高田部 

機動部・金屋部 

機動部・大泉部・大西部 

機動部・巻野内部・穴師部・大豆越部 

機動部・東田部・江包部 

機動部・新屋敷部・東新堂部・西之宮部 

機動部・馳向部・出雲部・白河部 

    吉隠部・萱森部・白木部 

    笠 部・小夫部 

（１１分団） （４２部） 

は、多機能車・小型動力ポンプ付積載車保有部  



  - 11 -

 

（５）定数と実員 

（令和６年４月１日現在） 

定数Ü５７７  

団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員 合 計 

１ ４ １１ １１ ４３ ４２ ４３１ ５４３ 

 

 

（６）年齢別消防団員数 

（令和６年４月１日現在） 

１９歳 ２０歳 ２１歳 ２２歳 ２３歳 ２４歳 ２５歳 ２６歳 ２７歳 ２８歳 

0 0 1 1 0 0 0 7 0 3 

２９歳 ３０歳 ３１歳 ３２歳 ３３歳 ３４歳 ３５歳 ３６歳 ３７歳 ３８歳 

3 3 10 3 10 6 9 12 11 8 

３９歳 ４０歳 ４１歳 ４２歳 ４３歳 ４４歳 ４５歳 ４６歳 ４７歳 ４８歳 

15 18 14 21 16 20 16 20 14 20 

４９歳 ５０歳 ５１歳 ５２歳 ５３歳 ５４歳 ５５歳 ５６歳 ５７歳 ５８歳 

30 27 21 12 10 16 9 15 15 12 

５９歳 ６０歳以上６４歳以下 ６５歳以上 合   計 平均年齢 

17 51 47 543 ４９．０歳 
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（７）年額報酬 

（令和６年４月１日現在） 

団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部  長 班  長 団  員 

1６0,000 １０3,000 ８5,000 ６8,000 

機動部 

４8,000 

部 

３9,000 

機動部 

４4,000 

部 

３8,000 

機動部 

４2,000 

部    

３7,000 

※機能別団員 年間６，０００円                    （単位：円） 

 

（８）出動報酬 

区  分 単位 金 額 支給対象 備  考 

消防学校等入校 １日 ５，０００円 各出動団員 

活動は６時間を上

限とし、それを超

える場合は６時間

毎に１回分を加算 

火災出動（放水有） 

水防・捜索活動、救命講習指導 

その他団長が認める活動 

１回 ４，０００円 各出動団員 

火災出動（放水無）、水防警戒・

待機、操法大会訓練、訓練・会議・

研修、その他（出初式等） 

１回 １，５００円 各出動団員 

 

 

（９）貸与被服等 

品   目 団長・副団長・分団長 副分団長 ～ 団員 

甲種 制 服・ 帽子 各 １ 着  

盛 夏 服 各 １ 着  

活 動 服 各 １ 着 各 １ 着 

防 火 服 各 １ 着 各機動部に１０着 

ヘ ル メ ッ ト 各 １ 個 各 １ 個 

救助用半長靴（安全靴） 各 １ 足 機動部のみ各１足 

ゴ ム 長 （ 短 ） 各 １ 足 各 １ 足 

アポ ロ キャ ップ 各 １ 個 各 １ 個 
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３ 消防予算 
 消防費については、当初予算額８８７,６００千円であり、市一般会計に占める割合は３．

１１％となっている。 

（１）令和６年度消防予算内訳 

区      分 
令和６年度予算額 

（千円） 

市 一 般 会 計 ２８，４５６，０００ 

消   防   費 ８８７，６００ 

（対一般会計構成比） ３．１１％ 

 広 域 消 防 費 ８１３，５２６ 

非 常 備 消 防 費 ６８，３８３ 

消 防 施 設 費 ５，６９１ 

 

 

４ 火災件数（消防団出動実績より） 
令和５年の火災発生件数は、８件で前年と比べ２件の減少となっている。 

火災種別で見ると、建物火災が５件であり、全火災の６３％を占めている。 

 

 

過去５ヶ年の火災比較 

対 象 年 

 

区 分 

平成３１年 

令和元年 
令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

出 火 件 数 ２７件 １４件 １７件 １０件 ８件 

火
災
件
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

建 物 火 災 １１件 ８件 １７件 ７件 ５件 

林 野 火 災 ０件 3 件 ０件  ０件 １件 

その他火災 ９件 3 件 ０件 ３件 ２件 

 


